



























































































































































































































































































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.32)
しかし、段位審査へたどり着けなかった。
先に記述しましたが、今年度、全日本空手道連盟が主催する全日本障害者空手道競
技大会が行われ11回目に当たる今年度、受審資格が与えられ、見事合格することがで
きた。
このことで生涯空手道に取り組めるように、さらなる目標をあげて行かなければな
らない。これからますます次の課題と目標へ進めていかなければならない。
肢体不自由者（児）に対して、全日本空手道連盟より公認初段を認許される
